
温度測定位置 消波堤

Ｔ.Ｍ.Ｓ.Ｌ. +3.0ｍ

Ｌ.Ｗ.Ｌ. Ｔ.Ｍ.Ｓ.Ｌ. ー0.02ｍ

Ｔ.Ｍ.Ｓ.Ｌ. ー4.0ｍ 約0.7ｍ/ｓ

表層放水方式（柏崎刈羽原子力発電所1～4号機）

Ｔ.Ｐ. ー8.5ｍ

Ｍ.Ｗ.Ｌ Ｔ.Ｐ. +0.09ｍ

放水流速 約4ｍ/ｓ
　　　　Ｔ.Ｐ.－14.3ｍ

放水管式水中放水方式（玄海原子力発電所３，4号機）

遊離塩素濃度連続監視
（0.02ｐｐｍ以下）

有孔堤式水中放水方式（泊発電所1，2号機）

約0.4ｍ/ｓ

4.5ｍ

段落式放水方式（東新潟火力発電所1～3号機）

捨石 消波ブロック
乱積 Ｅ.Ｌー4.5ｍ

アスファルトマット

温度監視

Ｅ.Ｌ. +11m

Ｅ.Ｌ.
－7.5m

Ｅ.Ｌ. +6m

Ｅ.Ｌ. ー9m

水中放流孔 Ｄ＝2.5ｍ ｖ＝約4ｍ/ｓ

Ｅ.Ｌ. +5.5m

北防波護岸

Ｅ.Ｌ. +4.5m

Ｗ.Ｌ.

9-4-2 出典：電気新聞「原子力ポケットブック2015年版」より作成

放水方式の概要
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